
雇用契約書（契約社員用）
株式会社●●●●（以下「甲」という）と、●●●●（以下「乙」という）とは、以下のとおり労働契約を締結する。

第１条（目的）

甲は、乙を本契約書に定める労働条件で雇用し、乙は、甲の指揮に従い、誠実に勤務することを約した。

第２条（期間）

雇用期間は、平成●年●月●日から平成●年●月●日までの１年間とする。
第３条（就業場所および従事する業務）

●●●（株式会社●●●本社）

従事する業務：　●●●
　　ただし、甲は、業務上必要がある場合に、配置換え、転勤または出向を命じることができ、乙はこれを拒むことはできない。

第４条（就業時間および休憩時間）

始業　9時00分

終業　18時00分

休憩　12時00分から13時00分まで

ただし、甲は必要があるときに、乙に対して所定時間外労働を命じることができる。

第５条（休日および休暇）

乙の休日は次のとおりとする。

ただし、業務上その他の都合により、甲は必要のある場合には、乙の休日に乙を臨時就業させ、他の日を振り替え、休日とすることができる。
　　①毎週土曜日、日曜日

②年末年始

③国民の祝日

２　休暇については甲の就業規則に定めるところによる。

第６条（賃金）

１　甲は乙に毎月基本給●●万円および就業規則に定める通勤手当のほか残業手当●万
円を支給する。
　２　１ヶ月の残業代及び時間外割増賃金の総額が上記残業手当●万円を超えた場合に限り、超過額を別に支給する。その他、労働基準法に基づき、深夜割増賃金、休日割増賃金を支給する。
　３　契約期間中の昇給は行わない。
第７条（賃金の支給日）

毎月●●日締めの●●日支払いとし、乙名義の銀行口座に振り込み送金する方法で支払う。
第８条（契約の更新）

　　本契約は甲乙協議の上、更新する場合がある。ただし、更新により、平成25年4月以降に開始する雇用契約による通算の雇用期間が5年を超えることになる場合は、以後の更新は行わない。
　　更新の可否については、従業員の勤務成績、会社の経営状況、契約期間満了時の業務量により従業員ごとに個別に判断する。
　　甲乙双方が更新を希望するときは、契約期間満了の1か月前から更新後の労働条件について協議する。
　

第９条（退職および解雇に関する事項）
退職および解雇に関する事項、手続きについては、甲の就業規則に定めるところによる。

以上、本契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙各記名押印のうえ、各１通を保有する。

平成●年●月●日


　　　　　　　　甲（住　所）　●●●


　　　　　（社　名）　株式会社●●●



　　　　　　　　　代表取締役　●●●　　　印

　　　　　　　　乙（住　所）　●●●


　　　　　（氏　名）　●●●　　　　　　　　　　　印
